
 

 

 

板橋区生活支援体制整備事業（板橋区版AIP） 

いたばし地域づくり情報誌（第11号） 
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ポスターは 2層 SCの皆さんと私たちで一緒に作成したんですよね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手」について知ってもらい、実践しても多雨 

 

地域包括ケアレンジャー ～振り返ろう！コロナ禍の活躍！ 編～ 

コロナ禍の生活も 2年が経ちましたね。支え合い会議は止まることなく活動を続け

てきましたが…みんなの印象的だった活動を報告して！ 

【問合せ先】 

●社会福祉法人 板橋区社会福祉協議会 経営企画推進課 地域包括ケアシステム推進係 

〒173-0004 板橋区板橋二丁目６５番６号情報処理センター内 

電話／03-3964-0236   ＦＡＸ／03-3964-0245   Ｅメール／sc@itabashishakyo.jp 

●板橋区 健康生きがい部 おとしより保健福祉センター 地域ケア推進係 

〒174-0063 板橋区前野町四丁目１６番１号 

電話／03-5970-1114 

SCさんと一緒に作成しているのはポスターだけではありませんよ！ 

地域の皆さん向けに、支え合い会議の活動への参加を呼び掛けるための 

リーフレットも、SCさんと意見やアイデアを交換しながら進めています！ 

 

「We♡カラフルいたばし」は、板橋区内の各地域
で進む支え合い会議（第 2層協議体）の取組みを
区民の皆さんへお知らせするための情報誌です。 

いたばし社協 HP 

コロナ禍でも地域の皆さんの勢いが止まりませんね。今後の活躍も楽しみです。 

私たちも負けずに、全力で支え合いを推進していきましょう！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
コロナ禍で会えない中でも、SCさんを通して、構成員や協力員の皆さんとつながること

ができました。皆さんがコロナに負けず地域で活動している様子をよく聞きましたよ。 

 

自分はさわやか福祉財団主催の「いきがい・

助け合いサミット in神奈川」のポスター 

セッションです！全国各地から地域活動を 

紹介するポスターが 139枚集まり、板橋は 

見事18位に選ばれました！ 

 

構成員・協力員の皆さんも、広報や地域のお宝探しなど、コロナ禍でも地域への 

働きかけを継続しながら、これからの地域づくりに向けて力を蓄えていましたよね。 

生活支援体制整備事業は、地域福祉を推進するため、全国で
様々な活動が展開されています。 
今年度、板橋区の支え合い会議（第２層協議体）について、多く

の方からヒアリングや事例発表の依頼を受けました。 
このたび、応援メッセージをいただきましたので紹介します！ 

さわやか福祉財団 
ふれあい推進事業 
新地域支援事業 担当リーダー 
長瀬 純治 氏 
「いきがい・助け合いサミット 
 In神奈川」 
◆協力内容：事例報告 

特定非営利活動法人 
全国コミュニティライフサポーター 
田所 英賢 氏 
「新型コロナウイルス影響下における
住民主体のあり方に関する調査研究」 
◆協力内容：ヒアリング 

一般社団法人 
全国食支援活動協力会 
伊藤氏、小泉氏、岩嵜氏 
「新型コロナウイルス影響下における 
生活支援体制整備事業の推進に向けた 
人材育成に関する調査研究事業」 
◆協力内容：ヒアリング・事例報告 

日本大学 文理学部 
社会福祉学科 教授 
諏訪 徹 氏 
「生活支援体制整備事業における 
第２層の取組みおよび地域の成り立ち」 
◆協力内容：ヒアリング 

第 1層ＳＣと第 2層
ＳＣの「できることを
探してやっていこう」
という前向きな気持
ちが大事だと感じま
した！ 

住民主体の素晴らしい活動が
継続されている板橋区には、
今後も期待しています！ 

コロナ禍だからこそ 
何かしようと話し合い、
できることを続けてきた
協議体と SCの皆さん
に感動しました！ 

地域のアセット（資源）を
活用した取組みは他の
地域にとっても、参考に
なるものでした！ 

東京都社会福祉協議会で実施している「ＳＣ現任者研修」に参加して、地域の支え 

合い会議で構成メンバーとアセスメントを実践したＳＣさんもおり、大変感服しました。 
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全18地域の支え合い会議の取組み 
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フレイル予防の広報紙を発行 
お散歩交流会を企画中 

志村版マイタイムラインを活用して 
防災による地域づくりを展開 

見守り活動「いい街パトロール」から 
スポット蓮根開設に発展 

協力店へステッカーを配付 
広報活動や地域づくりで連携 

地域アセスメントを実施 
資源を把握し開発に動き出す 

地域のじまんやお宝を磨き 
住民に届けるための活動を促進 

支え合い会議仲宿かわら版や 
ホームページで周知方法を拡大 

地域がつながる電話相談を実施 
地域課題から支え合い活動に発展 

熊野お散歩マップを発行して 
高齢者の健康づくりを推進 

富士見地域合同勉強会を開催 
地域全体の防災力向上を図る 

見守り活動についての理解を深め 
地域への効果的な働きかけを検討 

LINE公式アカウントで 
地域情報をリアルタイムに配信中 

「徳丸買い物元気マップ」で 
暮らしの安心と地域づくりを推進 

住民同士がつながるきっかけづくり 
無理なく見守り合う地域をつくる 

高齢者が身体を動かす場づくり 
体操体験会は第２弾を企画 

地元中学校で中学生と意見交換 
世代を超え地域づくりを共に推進 

老人クラブ紹介と健康体操考案 
高齢者の元気を応援 

アンケート結果から居場所づくりと 
助け合いの仕組みづくりを検討中 
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